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令和７年度

生涯学習総合センター非常用発電機修理工事



この工事は、余裕期間（フレックス方式）設定工事であり、受注者は、公告で示した「全体工期」内で着手日及び完成日を決定することができる。この場合において、着手日は契約締結の日

設計年月

縮尺

会津若松市財務部公共施設管理課
福島県会津若松市東栄町３番４６号

特記事項

　A2→100%

　A3→71%縮小

図面番号工事名称

図面名称

○特記に記載のないものは、下記の仕様とする。

・『公共建築工事改修工事標準仕様書』　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・その他関係法令を遵守すること。

　会津若松市発生工事等からの暴力団等排除措置要綱を遵守するとともに、本市が

　発注する業務において、暴力団関係者からの資材の購入等、同関係者への下請けの

　発注及び同関係者が関与する産業廃棄物処理施設の使用を禁止する。

特記仕様

○地産地消の推進
　工業用資材の購入及び調達については、規格・品質等条件を満足するものであれば、地元

　産品の活用に努めること。下請け工事の発生についても地元業者の活用に心がけること。

○各種保険について

○暴力団関係者の排除

　（契約時に加入していれば可）その証券の写しを遅延なく提出すること。
　・法定外の労災保険の付保
　　※本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

○工事を施工しない日及び時間帯について

　・工事を施工しない時間帯　□有・■無　　　　：　　～　　：　　
　・工事を施工しない日　　　□有・■無　　　　年　　月　　日

　工事を施工しない時間帯は、
　□工期全体　□上記「工事を施工しない日」　□　　　　　　に適用する。

○再生資源利用（促進）計画
　１　再生資源利用計画書
　　受注者は、コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材、アスファルト
　　混合物等を工事現場に搬入する場合には、法令等に基づき、再生資源利用計画書を作成し、
　　施工計画書に含め監督員に写しを提出しなければならない。　また、受注者は、法令等に
　　基づき、再生資源利用計画を工事現場の公衆が見やすい場所に掲げなければならない。

　２　再生資源利用促進計画書
　　受注者は、建設発生土、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材、
　　建設汚泥または建設混合廃棄物等を工事現場から搬出する場合には、法令等に基づき、
　　再生資源利用促進計画書を作成し、施工計画書に含め監督員に写しを提出しなければ

　　ならない。

　・不測の事故に適切に対応できるように請負業者賠償責任保険に加入していること。
　・火災保険に加入すること。（工期+14日間）

・『建築改修工事監理指針』　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・『電気設備工事、機械設備工事監理指針』国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・『建築関係工事共通仕様書』　　　　　　福島県土木部　

　　また、受注者は、法令等に基づき、再生資源利用促進計画を工事現場の公衆が見やすい
　　場所に掲げなければならない。

受注者は、実施要領に定める事項について遵守しなければならない。

○建設現場等における遠隔臨場
本工事は、『会津若松市建設現場等における遠隔臨場に関する試行要領』の対象工事である
□有　　■無

※当初積算時に「月単位の４週８休以上」を確保する場合の補正を行っている。

しなければならない。また、システム利用にかかる経費については、清算変更により対応する。
2.受注者は、「会津若松市建設工事情報共有システム実施要領」に定める事項について遵守

1.本工事は、会津若松市建設工事情報共有システムの活用対象工事である。なお、システム
環境等の理由により活用が困難な場合は、事前協議のうえ対象工事としないことができる。

○週休２日工事
本工事は、『会津若松市週休２日工事実施要領』の対象工事(発注者指定)である。

案内図・配置図
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□有　　■無

○建設工事情報共有システム（ＡＳＰ）
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○余裕期間

着手届は、工事着手する際に提出するものとする。

から起算して原則として90日を超えない範囲で決定しなければならない。
受注者は契約締結時「余裕期間利用に係る届出書」により着手日及び完成日をあらかじめ発注者へ通知しなければならない。

施工体制台帳については、福島県元請・下請関係適正化指導要綱第10に基づき、提出すること。

※完成図書を２部完成時に提出すること。

2.フレックス工事

1.着手届の提出

受注者は、余裕期間の利用中、技術者の配置を要しない。また、現場に搬入しない資材等の手配を行うことができるが、資材の搬入及び仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならない。

3.福島県元請・下請関係適正化指導要綱関係

配　置　図　１：４００

令和７年７月
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ｘ３

（３）　　　　　　　　　　：自動及び手動操作可能

　　　　　　　　　　　　　：始動用（ＭＳＥ２４Ｖ－３００ＡＨ）

操作方式

９．警報表示

下記の警報表示を行う。

５．自動始動発電機盤　　　　　　　　１面

３．発電機　　　　　　　　　　　　　１台

１．一般事項及び適用規格等

４．原動機（ガスタ－ビンエンジン）　１台

消防庁自家発電設備の技術基準

電気設備技術基準

日本工業規格（ＪＩＳ）

電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ）

日本電機工業会標準規格（ＪＥＭ）

建築基準法

２．共通項目

（２）　　　　　　　　　　　－１５℃～４０℃

（３）　　　　　　　　　　　８５％以下

（１）　　　　　　　　　　：単純開放サイクル一軸式

（２）　　　　　　　　　　：２０２ｋＷ

（３）　　　　　　　　　　：５３０００／１５００ｍｉｎ
－１

（４）　　　　　　　　　　：灯油

（５）　　　　　　　　　　：１３０Ｌ／Ｈｒ（+５％裕度）

（８）　　　　　　　　　　：自己空冷式

（９）　　　　　　　　　　：１００％（抵抗負荷）

速度調定率

（１１）　　　　　　　　　　：±４％以内（全負荷投入及び遮断）

（１１）　　　　　　　　　　：ブラシレス励磁方式

（１２）　　　　　　　　　　：整定時３．５％以内，瞬時３０％以内，整定時２秒以下

（１３）　　　　　　　　　　：無負荷定格電圧１０％以内（定格周波数に対して）

（１４）　　　　　　　　　　：１２０％（２分間）

（１０）　　　　　　　　　　：連続

（５）　　　　　　　　　　：３相

（６）　　　　　　　　　　：４Ｐ

（７）　　　　　　　　　　：１５００ｍｉｎ
－１

（８）　　　　　　　　　　：０．８（遅れ）

（９）　　　　　　　　　　：Ｆ種

（１）　　　　　　　　　　：搭載形

（４）　　　　　　　　　　：配線用遮断器（ＭＣＣＢ）

（１）　　　　　　　　　　：保護形自己空冷式三相交流発電機

（２）　　　　　　　　　　：２２５ｋＶＡ

（３）　　　　　　　　　　：２００Ｖ

（４）　　　　　　　　　　：５０Ｈｚ

（６）　　　　　　　　　　：電気式（セルモ－タ式）

　　　　　　　　　　　　　：制御用（ＭＳＥ２４Ｖ－　５０ＡＨ）

燃料消費量

周囲温度

燃料

始動方式

周囲湿度

容量

冷却方式

負荷投入率

出力

回転数

形式

電圧

周波数

相数

極数

回転数

力率

絶縁

定格

励磁方式

電圧変動率

波形くるい率

過速度耐力

形式

（１０）　　　　　　　　　　：３±０．５％

瞬時速度変動率

形式

遮断器

設置場所（１）　　　　　　　　　　　屋外（地上）

（社）日本内燃力発電設備協会認定基準

設置高度（４）　　　　　　　　　　　標高１５０ｍ以下

（１５）　　　　　　　　　　：１５０％（１５秒）かつ１１０％（３０分間）過電流耐力

形式

蓄電池

充電器（３）　　　　　　　　　　：全自動充電器

（２）　　　　　　　　　　：据え置き鉛蓄電池（ＭＳＥ）

（１）　　　　　　　　　　：搭載形

６．直流電源盤　　　　　　　　　　　１面

　　　　　　　　　　　　　：ウイングポンプ

（２）　　　　　　　　　　：９５０Ｌ

付属品（３）　　　　　　　　　　：液面計，フロ－トスイッチ（警報用）

形式

（１）機側１ｍにおける騒音レベルは８５ｄＢ（Ａ）以下とする。

（１）　　　　　　　　　　：鋼板製溶接構造，架台，梯子

容量

８．騒音

７．燃料小出槽　　　　　　　　　　　１基

（２）排気消音器出口１ｍにおける騒音レベルは８５ｄＢ（Ａ）以下とする。

調速装置（７）　　　　　　　　　　：電気式

制御電源（２）　　　　　　　　　　：ＤＣ２４Ｖ
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ＥＰＳ７

ガスタ－ビン発電装置

排気消音器

燃料小出槽

１８７.５ｋＶＡ，２００Ｖ，５０Ｈｚ

自動始動発電機盤

直流電源盤搭載型 

８５ｄＢ（Ａ）

９５０Ｌ（灯油）

静荷重　３，４４０

動荷重　３，７８４

５００

満油時　　１，１８０

番号 名　　　　　　　称 仕　　　　　　　様 重　　量　（ｋｇ）
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既設自家発電設備機器仕様書

　A3→71%縮小

　A2→100%

特記事項 工事名称

図面名称

会津若松市財務部公共施設管理課
福島県会津若松市東栄町３番４６号

設計年月

縮尺

図面番号

屋上発電機設置個所平面図 Ｓ＝１／100

２/２
S=1:100

令和７年７月

発電機置場

生涯学習総合センター非常用発電機修理工事

屋上発電機設置個所平面図

セルモータキット（セルモータ×１台、ドリブンギア×１個
ロックナット・ロックナットワッシャー×１式）取替


